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1. はじめに 

COVID-19 のパンデミック下にある現在，その重症化

リスクの解明が求められている．知能情報学の分野では，

患者の予後を左右する重要なファクタを明らかにするた

め，バイタルデータを用いた予後予測モデルの構築が

進められている． 

本感染症は時として重篤であり，また時間単位での

急速な経過をたどることがある．感染対策を行いながら

の治療は医療現場に大きな負担となっており，診療上，

感染初期の少ないデータからいちはやく予後予測を行

うモデルの構築に需要がある． 

本稿では，実運用先である医療現場に特化して，予

後に係る重要なファクタを特定し，高性能なモデルを構

築する方法を提案する． 

2. 提案手法 

本稿では，COVID-19 患者の予後として，数日後の

生存，死亡を少ないファクタで予測する手法を提案する．

具体的には，初めに少ないエポック数でニューラルネッ

トワークのモデルを学習し，その分類損失を評価関数と

して，遺伝的アルゴリズムによる入力ファクタの最適化を

行う．最終的に得られた入力ファクタを用いて十分なエ

ポック数でモデルを学習し直す． 

少数の死亡例を取りこぼしなく検出することを重視し，

遺伝的アルゴリズムでのモデル構築では，訓練データ

中の死亡例に対して，SMOTE[1]によるオーバーサンプ

リングを行う．また評価値とする分類損失には，死亡例

の予測に関する損失に強い重み付けを行った交差エン

トロピーを用いる． 

3. 実験方法 

本実験では， 23 種類の血液ガスの過去 3 日分のデ

ータから 10種類以内のデータを用いて，翌 3日間の予

後を予測する 2 層のニューラルネットワークモデルを構

築した． 

血液ガスのデータとして， 23 人の患者のバイタルデ

ータを処理して得られた 533 データを用いた．うち 333

データを学習用に，200データをテスト用に使用した． 

乱数シードを変えて 10 試行行い，遺伝的アルゴリズ

ムを経て最終的に得られた入力ファクタ組のハミング距

離の平均と，それらによって学習したモデルの正解率， 

AUCの平均を求めた．比較として，全ファクタを用いて 

表１．得られた入力ファクタ組のハミング距離の平均 

ファクタ ハミング距離平均 

SHAP値上位 10 

提案 

4.49 

10.8 

 

表 2．得られた入力ファクタで学習したモデルの性能値平均 

ファクタ 正解率 (%) AUC 

SHAP 値上位 10 

提案 

95.4±0.6 

95.9±0.6 

0.875±0.036 

0.905±0.043 

 

構築したモデルにおいて推論に寄与する傾向が強い

10ファクタを SHAP[2]により得て，同指標を求めた． 

4. 実験結果 

表１に，10 試行で得られた入力ファクタ組のハミング

距離の平均を示す．提案手法では，乱数の振れ方に依

ってファクタの選択内容が比較的大きく変化してしまい，

予後に係る重要なファクタの特定には十分に至ってい

ないことが言える． 

表 2 に，正解率， AUC の平均を示す．提案手法で

得られた入力ファクタで学習したモデルでは，高い

AUC が得られる傾向を確認できた．これは，遺伝的ア

ルゴリズムにて死亡例の検出を重視した学習を行ったこ

とが有効に働いたためであると考えられる． 

5. まとめ 

本稿では，遺伝的アルゴリズムによって予後に強く関

連するファクタを明らかにしつつ，予後予測モデルの性

能を向上させる手法を提案した．結果として，高い AUC

が得られる傾向がみられた．今後は，モデル構築にお

ける乱数の働きかけに依らず，ファクタの選択内容や性

能にロバスト性を担保できるような手法を検討する． 
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